
基準価額の変動要因

◼当ファンドは、値動きのある有価証券等を投資対象とし、株価指数先物取引を主要取引対象とす

るため、基準価額は変動します。したがって、投資者（受益者）の皆様の投資元金は保証されて

いるものではなく、基準価額の下落により、損失を被り、投資元金を割り込むことがあります。

◼ファンドの運用による損益は、すべて投資者（受益者）の皆様に帰属します。

◼投資信託は、預貯金と異なります。

◼主な変動要因は以下の通りです。

◼株価変動リスク

一般に、株式は国内外の景気、政治、経済、社会情勢等の影響を受け、また、個別企業の業
績や株式市場全体の動向を反映して価格が大きく変動します。当ファンドは、株価指数先物
取引の買建玉の時価合計額が投資信託財産の純資産総額の2倍程度となるように買建てを行う
ため、株式市場が下落（上昇）した場合には、通常のインデックスファンドに比べ当ファン
ドの基準価額が大きく下落（上昇）する要因となります。

※基準価額の変動要因は上記に限定されるものではありません。

◼目標とする投資成果が達成できないリスク

当ファンドは、基準価額の値動きが米国株式市場の値動きの2倍程度となる投資成果を目指し
ますが、主として株式市場と株価指数先物市場の値動きの差、株価指数先物取引の約定価格
と終値の差、株価指数先物取引のロールオーバーに伴う限月間の価格差、為替変動による株
価指数先物取引の買建ての円換算額と目標とする額との差、設定・解約による運用資金の大
幅な増減、取引コスト、信託報酬等の要因から、目標とする投資成果が達成できない場合が
あります。

◼為替変動リスク

組入外貨建資産については、為替ヘッジにより為替変動リスクの低減を図りますが、為替変
動リスクを完全に排除できるものではありません。為替ヘッジを行う場合で円金利がヘッジ
対象通貨建の金利より低いときには、これらの金利差相当分がヘッジコストとなり、需給要
因等によっては、さらにコストが拡大することもあります。
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